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令和 4 年度 第 2 回 新潟市犯罪被害者等支援推進会議 会議録 

 

日時: 令和 4 年 11 月 29 日(火) 

午後 3 時から午後 4 時 30 分 

場所: 新潟市役所 本館 3 階 対策室 3 

発言者 発言内容 
事務局 
（⼤森市⺠⽣活
課安心・安全推
進室⻑） 

ご案内の時刻となりましたので、ただ今から令和 4 年度「第 2 回
新潟市犯罪被害者等支援推進会議」を開催いたします。 
 本日の全体の進⾏を務めます、市⺠⽣活課安心・安全推進室⻑の
⼤森と申します。よろしくお願いいたします。 
 開会にあたりまして、市⺠⽣活部⻑の鈴⽊から⼀言ご挨拶申し上
げます。 

事務局 
（鈴⽊市⺠⽣活
部⻑） 

 改めまして、市⺠⽣活部⻑の鈴⽊です。よろしくお願いします。 
 本日ご多用のところお集まりいただきましてありがとうございま
す。先ほど諮問書をお渡しさせていただいた通り、この条例に基づ
きまして、計画を皆さまからご意見をいただきながら、策定する作
業に入っております。 
 9 月開催の第 1 回会議にて、皆さまから忌憚のないご意見をいだ
きました。事務局では第１回会議後、委員の皆さまからいただいた
ご意見を参考とし、推進計画の素案の準備を進めて参りました。 

本日はその素案をご提示させていただきまして、改めてご意見を
いただき、ご意見を反映した計画案により、この 12 月 19 日から 1
月 20 日までの約 1 か月間ですが、パブリックコメントを⾏う予定で
す。 
 その後成案に向けて最終的に、また皆さまのご意見をいただきま
して、計画ができあがるというスケジュールですので、よろしくお
願いします。 
 その 3 回の会議の中でも、本日は肝になる会かと思っておりま
す。 
 改めまして、忌憚のないご意見をいただければと思いますので、
よろしくお願いします。 
 また、11 月が県の「被害者の支援を考える月間」であることか
ら、先ほど司会のほうからも紹介がありましたけども、リーフレッ
トを制作いたしました。 
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 また、SNS による広告、パネル展の実施、条例の制定周知、犯罪
被害者等支援総合窓口の周知に努めてまいりました。会議の中で改
めて取り組み状況について説明をさせていただきます。 
 最後になりますけれども、犯罪被害者等を社会全体で支え、市⺠
誰もが安心して暮らすことができる新潟市の実現に向けまして、事
務局も精いっぱい頑張ってまいりますので、今後とも皆さまのご理
解とご協力をよろしくお願いします。 
 それでは本日はよろしくお願いします。 

事務局 
（⼤森市⺠⽣活
課安心・安全推
進室⻑） 

 それでは議題に移ります前に、誠に恐縮ではありますが、先回、
第 1 回会議にてご欠席をされていました、当推進会議会⻑の丹⽻先
⽣から⼀言、ご挨拶のほど、よろしくお願いします。 

議⻑ 
（丹⽻会⻑） 

 皆さま、こんにちは。丹⽻と申します。先回 1 回の会議では思い
がけず、家族が新型コロナウイルスにかかってしまい、濃厚接触者
となってしまい、急遽欠席となってしまいまして⼤変申し訳ありま
せんでした。 
 本日の会議ですが、条例が出来た後の計画を定めるということ
で、いわば条例にいかにして「魂を吹き込むか」ということが問わ
れる⼤事な話し合いの場になろうかと思います。 
 ぜひ皆さま方から有益なご意見等頂戴しまして、条例の推進に向
けて 1 歩でも 2 歩でも良いものができますよう、ご協力をたまわり
たいと存じますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

事務局 
（⼤森市⺠⽣活
課安心・安全推
進室⻑） 

 丹⽻会⻑、⼤変ありがとうございました。 
 引き続き、議事に移りたいと思いますが、当協議会は「新潟市附
属機関等に関する指針」により、公開することとしています。 
 また、会議録を公開する関係から議事内容を録音させていただい
ています。そのことについても、あらかじめご了承願います。 
 それでは議事に入りたいと思います。今ほどお話がありましたと
おり、本日の会議はこの計画を策定するうえで、⼤変重要な会であ
ります。ぜひ、活発なご意見をよろしくお願い申し上げます。 
 それでは会⻑より議事の進⾏をお願いします。 

議⻑ 
（丹⽻会⻑） 

 では、改めまして会⻑の丹⽻です。本日の議事進⾏・議⻑の役を
務めさせていただきますので、どうぞよろしくお願いします。 
 それでは、ここから先は次第に従いまして議事を進⾏してまいり
ます。 
 なお本日は 1 時間半ほどの会議を予定しているということですの
で、円滑な議事進⾏についてもご協力よろしくお願いします。 
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 それでは始めに次第の 3 にあります議事の「仮称 新潟市犯罪被
害者等支援推進計画の素案について」ですが、まず、事務局から説
明をお願いします。よろしくお願いします。  

事務局 
（市⺠⽣活課⼭
内主事） 

 市⺠⽣活課安心・安全推進室の⼭内です。まずはお忙しいとこ
ろ、事前に送付いたしました「仮称 新潟市犯罪被害者等支援推進
計画素案」につきまして、ご意見をご検討いただき、⼤変ありがと
うございます。 
 後ほどお時間を設けて、計画の素案について皆さまからご意見を
いただきたいと考えておりますが、皆さまからご意見を伺う前に私
のほうから、表記の素案について概要および策定のスケジュールに
ついて改めてご説明をさせていただきます。着座にてご説明させて
いただきます。 
 事前に送付いたしました資料 1「仮称 新潟市犯罪被害者等支援
推進計画の素案」、および資料 2「新潟市における犯罪被害者等支
援施策⼀覧」をお手元にご準備願います。 
 まず、資料 1 になりますが、計画の素案になります。事務局では
9 月 28 日に開催した第 1 回会議実施後、委員の皆さまよりいただい
たご意見を参考に推進計画の素案を作成、被害者等支援に関わる、
各施策の担当所属への確認を⾏い、本資料、計画素案を作成いたし
ました。 
 作成にあたり、平成 24 年より計画を実施している秋田市を参考に
計画構成の検討、および、本市における犯罪被害者等支援施策の計
画への落とし込みを⾏いました。 
 また、各施策の庁内の担当所属への計画素案の確認を⾏った際に
第 1 回の推進会議でも、この A3 の資料を皆さまにもご確認いただ
きましたので、こちらについて情報の更新を⾏いました。 
 今回説明については省略させていただきますが、各支援施策につ
いて、素案への反映状況についても記載をさせていただいておりま
すので、参考程度にご確認いただければと思います。 
 それでは続きまして、計画素案の概要について資料 3 を基にご説
明いたします。資料 3「仮称 新潟市犯罪被害者等支援推進計画素
案の概要」をお手元にご用意ください。 
 また、資料 1 の素案での該当ページにも触れながら進めてまいり
ます。 
 まず、第 1、「計画策定について」になります。資料 1 素案では
1 ページ目になります。ここでは計画策定の趣旨および計画の位置
づけについて明記しております。 
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 次に第 2、「犯罪被害等の現状」についてです。 
 資料 1 素案では 2 から 4 ページ目になります。ここではデータに
より、刑法犯認知件数や、相談状況および、犯罪被害者等がおかれ
る状況について整理しております。 
 前回の推進会議にて⼤花委員よりご意見のありました、性暴力被
害者支援センターにいがたへの相談件数の掲載というところについ
て、支援センターさまよりデータを提供していただきまして、素案
に盛り込ませていただきました。 
 次に第 3「計画の基本的な考え方」になります。 
 資料 1 素案では 5 から 7 ページ目になります。ここでは計画にお
ける方針、犯罪被害者等支援における支援体制および、重点課題に
ついて明記しております。 
 次にページ 1 枚めくりまして、第 4「具体的な取組み」になりま
す。 
 資料 1 素案では 8 から 17 ページ目になります。ここでは現在本市
で⾏われております、犯罪被害者等支援施策について、条例第 3
章、基本的施策第 13 条から 23 条の条文ごとに整理をしておりま
す。 
 第 4 のポイントといたしましては、素案も少しご確認いただけれ
ばと思いますが、10 ページ目に「心身に受けた被害および影響から
の回復」の、「障がいのある方への手当の支給」という点ですが、
類似の施策については、このようにひとまとめとさせていただき、
ア)・イ)・ウ)ということで、メニューのような形にさせていただき
まして、計画を見やすく編集させていただきました。 
 最後に第 5、「進⾏管理」になります。資料 1 素案では 18 ページ
目になります。ここでは計画の進⾏管理に関する手法等について明
記しております。 
 19 ページ目以降は資料編となりますが、計画に関する例規につい
て記載を⾏いました。 
 計画の素案の概要について説明は以上になります。 
 続きまして資料 4 になりますが、資料 4 計画の策定スケジュール
をご確認下さい。 
 上から 9 月 28 日、先日、開催しました第 1 回の推進会議におきま
して、計画策定に向けて皆さまと意見を交換させていただいたあ
と、10 月から 11 月にかけて事務局にて計画素案の作成を進めまし
た。 
 そして先日、計画素案を皆さまに送付させていただきまして、事
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前にご確認をいただいたうえ、本日の第 2 回推進会議にお越しいた
だきましたので、これより皆さまから意見交換をしていただきたい
と思います。 
 今後といたしましては 12 月の市議会、市⺠厚⽣常任委員協議会に
おいて、計画の策定について報告を⾏う予定になっておりますが、
それを⾏ったのち、12 月 19 日から来年 1 月の 20 日、1 か月間で、
パブリックコメントを実施しまして、市⺠の皆さまから広く意見を
いただく予定としております。 
 パブリックコメントにかける計画の案につきましては、今回の意
見をいただきましてまた修正を加えさせていただきますが、そちら
の案をパブリックコメントの実施前に委員の皆さまに参考送付させ
ていただきますのでよろしくお願いいたします。 
 パブリックコメントを 1 月 20 日まで⾏いまして、その意見を踏ま
え、計画案に修正を加えたのち、現時点で 2 月 15 日に第 3 回の推進
会議を予定させていただいておりますが、第 3 回会議にて委員の皆
さまに最終案をお示しし、最終的な検討を⾏ったあと、来年度から
計画を開始してまいります。 
 表記の計画素案について概要および策定のスケジュールについて
の説明は以上となります。 
 計画素案について皆さまから忌憚のないご意見を頂戴できれば幸
いです。よろしくお願いいたします。 

議⻑ 
（丹⽻会⻑） 

 ありがとうございました。では、ただ今ご説明いただきましたと
ころまでで何かご質問やご意見等ございましたらご発言いただきた
いと思いますが、いかがでしょうか。 
 ひとまずご意見等がありませんようなので、また何かお気付きの
点などありましたら会議の終わりまでにご発言いただきたいと思い
ます。 
 それでは事務局より先ほどもご説明いただきましたけれども、資
料の 1 の計画の素案についてこれから具体的に議論をしてまいりた
いと存じます。 
 先ほど、事務局よりご説明いただきましたけれども、この会議に
て出していただきましたご意見を反映して、その反映された計画を
もって 12 月 19 日からパブリックコメントを実施するということで
すので、ご留意いただければ幸いです。 
 では、皆さま方にご意見を頂戴するために資料の 5「意見用紙」
にご記入いただきましたものを基に、項目ごとに議論を進めていけ
ればと存じます。 
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 最初に本文に入ります前に私からなのですけれども、事務局の皆
さま、また関係各部署の皆さまにおかれましては、この短期間で条
例の内容を具体化するための計画を本当に立派なものを素案として
お作りいただきまして、⼤変なご苦労もされたことと存じますけど
も、改めまして厚く御礼申し上げたいと存じます。どうもありがと
うございました。  
 それでは、項目ごとに進めたいと存じますが、資料 1 の計画素案
の表紙をめくっていただきますと目次がございまして、その次に第
1、「計画の策定について」という項目がございます。 
 まずこの第 1 についてご意見のある方はご発言いただければと思
いますがいかがでございましょうか。 

中曽根委員  本日の会議前に資料 5 の様式にてメールで意見など出しているの
ですけど、その意見以外のことということでよろしいのでしょう
か。それともその意見を含めてお伝えしてもよろしいのでしょう
か。 

事務局 
（市⺠⽣活課⼭
内主事） 

 失礼いたしました。中曽根さんよりメールにてご意見をいただい
ておりますが、そちらの用紙でお書きいただいたことをご発言いた
だければと思います。 

中曽根委員  まず、8 ページの(1)の犯罪被害者等支援総合窓口の設置というと
ころにつきまして、市⺠⽣活課安心・安全推進室にあると記載をさ
れておりますけれども、本庁のほかに各区にも支援総合窓口という
ものがあるのかどうかということをお聞きしたいということと、も
し、あるのであれば、その旨を記載されることもいいと思います
し、もし「ない」ということであれば、各区でもやはり均⼀な支援
が受けられるとありがたいというふうに考えておりますので、その
あたりのことはどのようになっているのかということをお聞きした
いことが 1 点です。 

事務局 
（⼤森市⺠⽣活
課安心・安全推
進室⻑） 

 ありがとうございます。本日進め方として項目ごとに進めたいと
存じますので申し訳ございません。まず第 1 の項目からご意見をい
ただければと思います。 

議⻑ 
（丹⽻会⻑） 

 今ご発言いただいた点はもしかしたら 8 ページあたりでしょう
か。 

事務局 
（⼤森市⺠⽣活
課安心・安全推

 8 ページになっていますので、また後ほどその辺りも踏まえてご
発言いただきまして、まずは第 1 の項目からお願いいたします。 
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進室⻑） 
議⻑ 
（丹⽻会⻑） 

 1 ページ目ですね。 

事務局 
（⼤森市⺠⽣活
課安心・安全推
進室⻑） 

 「計画策定について」というところからお願いしたいと思いま
す。事務局からの説明が分かりづらく、⼤変申し訳ありません。 

議⻑ 
（丹⽻会⻑） 

 申し訳ありません。それでは 1 ページの第 1、「計画策定につい
て」というこの項目に限ってご意見頂戴したいと思います。 

議⻑ 
（丹⽻会⻑） 

 この部分はいかがでしょうか。 
それでは私の方から発言させていただきたいと思います。私は責

任者でもあるということもありまして、たくさん書いてきてしまっ
たのですけれども、1 つだけ、もしお願いできればという程度で結
構なのですけども、この 1 ページの素案の最終⾏、「計画の期間」
として 5 か年計画であるということがうたわれておりますが、条例
の 8 条の 4 項には、計画期間内であっても、計画の見直しが⾏われ
る可能性があると記載されています。例えば国のほうの法律であり
ます基本法、基本計画とか基本法の改正ですとか、そういったもの
が変わったりということがあれば計画の見直しがあるということで
すので、何かそれにふさわしい文言を記載した方が良いのではない
かと思います。 
 具体的な文言につきましては、色々な自治体の例があるのですけ
ども、計画期間内であっても国の施策の展開や、犯罪被害者のニー
ズ、あるいは犯罪被害者等、取り巻く状況の変化などに応じて必要
な見直しを⾏いつつ支援を⾏っていきます等と、そういった書きぶ
りになるかと思います。 
 詳しくはあとで文章化されたものを提出いたします。 

事務局 
（⼤森市⺠⽣活
課安心・安全推
進室⻑） 

 ありがとうございました。今の部分ですが、最終ページ第 5 の進
⾏管理の 2 にて、計画の見直しということで、「計画期間中におい
ても必要に応じて計画の見直しを⾏います。」と、分けて記載して
いたのですが、こちらにも記載したほうがよろしいでしょうか。 

議⻑ 
（丹⽻会⻑） 

 そうですね、どちらでもいいかもしれません。 

事務局 
（⼤森市⺠⽣活
課安心・安全推

 計画内に随時必要に応じて見直しがするのだということが明記さ
れていればよろしいかということでしょうか。ありがとうございま
す。 
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進室⻑） 
議⻑ 
（丹⽻会⻑） 

 他いかがでしょうか。 
 では、1 ページ目の、この基本的なところはよろしいということ
で、先に進めさせていただきたいと存じます。 
 第 2、2ページ目からですけれども、犯罪被害等の状況について、
こちらについてご意見等いかがでしょうか。 

井口委員  3 ページに「性暴力被害者支援センターにいがた」の相談件数を
うたってありますので、性暴力被害のみの統計では、全体の相談傾
向がつかめないと思いますので、性暴力だけではなく、ほかの相談
件数もひっくるめて、できれば、性暴力の関係はかっこ書き等で、
全体の把握件数を表したらいかがかと感じております。以上です。 

議⻑ 
（丹⽻会⻑） 

 ありがとうございます。他いかがでしょう。 

⼤花委員  井口委員と同じところですが、私は前回の会議で性暴力被害者支
援センターの相談件数を載せたほうがいいと申し上げた時の趣旨と
しては、これはあくまで刑法犯認知件数が最初に出てきていて、た
だ認知件数だけが犯罪の実数というのは、やはり反映していると思
えないので、それ以外の部分について、その相談件数等を載せれ
ば、その暗数の部分についても少しは実態が見えやすいのではない
かと思い、その件数を載せたらいいのではないかと考えました。 
 ですので、井口委員言われたような表記もしたうえで、刑法犯認
知件数だけでは測れないその暗数、そこには表れない犯罪というの
もあって、それについても適切な支援が必要だというふうなことを
言うためにも、暗数の部分も載せたほうがいいのではないかと考え
ます。以上です。 

議⻑ 
（丹⽻会⻑） 

 ありがとうございました。他いかがでしょうか。 

高橋委員  今の性暴力と絡むのですけど、3 ページの上から 5 ⾏目のところ
に性暴力被害について相談支援にあたるというふうになっているの
ですけど、性暴力だけではなくて、性犯罪・性暴力という表現のほ
うがいいと思います。 
 ワンストップの支援センターは性犯罪・性暴力の被害のためのワ
ンストップセンターという役割になっていますので、表現を改めた
ほうがいいと思いました。以上です。 

議⻑ 
（丹⽻会⻑） 

 これは制度のほうの公式名称はどうなっていましたか。 
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井口委員  性犯罪の県庁との契約ではそういう表記となっています。 
議⻑ 
（丹⽻会⻑） 

 ありがとうございます。他いかがでしょうか。 

小林委員  2 ページ目の 1 ⾏目に「平成 15 年をピークに」と書いてあるので
すけど、ピークが何件なのかが分からないと思いました。 

議⻑ 
（丹⽻会⻑） 

 ありがとうございます。今ほどご意見いただきました点は私も気
が付きまして、同じく 2 ページ目の 2 ⾏目から 4 ⾏目の説明でも、
平成 15 年の県の認知件数ですかね、41 市における刑法犯、県全体
の刑法犯全認知件数に対する本市の、新潟市の占める割合というこ
とで、比較のスタート地点が平成 15 年になっていて、ただ、図 1 の
グラフでは平成 24 年から始まっていましたので、例えば 2 年おきと
か 3 年おきに間引きして飛ばしても良いので、グラフの始まりを平
成 15 年なり、もうちょっと前なりにしておくといいのかと思いまし
た。 
 他いかがでしょうか。 

高橋委員  今の部分に関連しているところなのですけど、新潟市は平成 17年
に⼤きな合併があって、合併以前の平成 15 年の認知件数と現在の認
知件数の県全体の割合について比較することは困難なので、県警の
意見としては、図 1 に合わせて、平成 24 年からの 10 年間の推移を
説明する内容がいいのかと思いました。 
 あと、併せて、図 1・図 2・図 3・図 4 と図があるのですけど、本
文の中にどの文章のどの部分にこの図 1 があたるとか、図 2 があた
るとかというものを書き加えられると読んでいるほうが分かりやす
いのかと思いました。以上です。 

議⻑ 
（丹⽻会⻑） 

 ありがとうございます。図 1 については確かに合併以前で市の規
模が変わっていますから、比較ができないということであれば、本
文の説明のほうを図に合わせるというほうがよろしいのかもしれま
せん。ただ、そうするとニュアンスとしては危機感が若干変わって
きますでしょうか。 
 ご存知のとおり、刑法犯の認知件数が全国的に右肩下がりで減っ
てはいますが、そうは言っても、本市の占める割合は⼤きいという
ことが伝わればいいのかと思いました。 
 他いかがでしょう。 

では、私から発言させていただきますが、これは念のため質問さ
せていただきたいと思ったのですが、2 ページの図の 1 の上に米印
で説明書きがありまして、刑法犯の認知件数について、私が専門な
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ものでこだわってしまって申し訳ないのですが、刑事法学の分野で
は、刑法犯といいますと、犯罪白書等の定義に従うのが⼀般的でし
て、そこでは犯罪白書等では刑法犯といいますと、刑法のみなら
ず、爆発物取締罰則ですとか、暴力⾏為等処罰法ですとか、盗犯等
防止法とか主要な特別法ももちろん入っているということなのです
けども、この 2 ページの図の 1 の上の定義では、道路交通法やその
他の法律に規定された罪は含まれていないということなのですが、
これは統計の取り方がもしかしたら違うのでしょうか。それともど
うなのでしょうか。 

事務局 
（市⺠⽣活課⼭
内主事） 

 後ほど確認させていただきます。 

議⻑ 
（丹⽻会⻑） 

 ありがとうございます。それからこの認知件数につきまして、同
じところなのですが、警察において被害届・告訴・告発等受理した
件数、受理件数になっているのですが、ここは高橋委員にお聞きし
たほうがよろしいのかもしれませんけれども、事件化されない場合
区別がつかないでしょうか。 
 すなわち、警察が事件として扱わない場合は認知件数に含まれな
いのかとも思ったのですが、どうなのでしょうか。届けが出れば含
まれるのでしょうか。 

高橋委員  すみません。専門的な分野でないためお答えしかねます。 
事務局 
（⼤森市⺠⽣活
課安心・安全推
進室⻑） 

 その点も⼤きく確認なのですが、内部で話をしている中では届け
出をしていただいたものはカウントで、事件化については問わない
というところで認識していましたが、併せて確認させていただきま
す。 

議⻑ 
（丹⽻会⻑） 

 あとは今のところもくどくて申し訳ないですが、米印の同じとこ
ろの、2 ⾏目の道路交通法はその他の法律に「規程」されたの規程
の「程」は「定める」に直していただければと思いました。 
 あと、2 ページから 3 ページにつきまして、データが刑法犯とそ
れから、性犯罪・性暴力のデータが上がっていますが、計画の 8 ペ
ージの後ろのほうでは、児童虐待とか DV に対しての相談への対
応、そしてまた 11 ページから 12 ページでは DV およびストーカー
⾏為の被害者の保護、そして、14 ページでは経済的な負担の軽減と
して交通遺児等の激励事業というのが挙がっておりますので、多く
の自治体では計画を書く時に施策として取り上げています項目に沿
ったデータをわりと盛り込んでいることが多いと思いましたので、
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逆に今の書きぶりですと、刑法犯の総数はいいとしまして、なぜ、
性犯罪・性暴力だけ特化して、ここだけ取り上げているのかと、気
にもなるところでもありましたので、後々のことを考えますと、計
画が改定されて、順次進⾏管理がなされていくに従って、計画の本
文で色々うたわれている施策についての状況がどうかということを
見て⾏くうえでも、あらかじめ状況が分かるようにデータを上げて
いただけるとよろしいのかと思いました。 
 少し⼤変かもしれませんけれども、3 ページから 4 ページにかけ
て、ここは 3 ページに説明があって 4 ページをめくっていただくと
図があって、なんとなく今のレイアウトのせいかもしれませんが、
図があってその下が空白で寂しいような気もしますし、より具体的
には、被害者等の方の受ける直接的被害や二次的被害をお示しいた
だいているのだと思うのですけれども、具体的にどんな困りごとや
ニーズがあるのかということをキーワードでも結構ですので挙げて
いただくと、⼀般市⺠の方もそういった困りごとやニーズに応じて
どんな支援ができるのかということが分かるかもしれませんので、
そういった記載があるといいのかという気もいたしました。 
 警察庁のホームページなどからでもたくさん引用はできますの
で、そういったものもご参考にしていただければと思いました。 
 他いかがでしょうか。 

高橋委員  3 ページ目の 2 の本文のところで、1、2、3、4、5 ⾏目に、かっ
こ二次的被害というふうにありますが、精神的な被害、苦痛を二次
的被害というふうな表現に誤解されるのかと思いますので、かっこ
書きはあえてなくて、取ってもいいのかと思いました。 
 他にも二次的被害というのはいっぱいありますので、この書き方
ではちょっと限定されるのではないかと思いました。 
 あと、4 ページ目の図のところに、被害のそれぞれ例示が小さい
字で書かれていますけど、2 つか 3 つか限定的になっているので、
それぞれ、「など」を付けたほうがいいのかと思います。 
 捜査・裁判への対応、⼀番下のところは「など」が入っているの
で同じように「など」を付けたほうが、他の被害もあると捉えられ
ると思いました。以上です。 

議⻑ 
（丹⽻会⻑） 

 ありがとうございます。他いかがでしょうか。 
 ひとまずはよろしいでしょうか。では、また何かありましたら最
後にもう 1 度ご指摘いただければと思います。 
 では第 3、5 ページ以降ですけれども、計画の基本的な考え方とい
うことで、ここは多岐にわたっておりますので、まず 5 ページの 1
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番、「基本理念・方針」の部分から⾏きたいと思いますけども、こ
のあたりはいかがでしょうか。 
 では、他にも含めて「支援体制」や「重点課題」も含めていかが
でしょう。 
 全部で「基本理念・方針」と「支援体制」そして、7 ページの
「重点課題」という 3 つでひとまとまりをなしていますが、なにか
ご意見等ありますでしょうか。 

高橋委員  様式を渡せば分かる部分はあえて発言しなくてもよろしいです
か。 

議⻑ 
（丹⽻会⻑） 

 議論に値するようなことでなければよろしいかと思います。 

高橋委員  ありがとうございます。 
事務局 
（⼤森市⺠⽣活
課安心・安全推
進室⻑） 

 誤植など、見て分かる部分はこちらのほうでまた修正します。 

議⻑ 
（丹⽻会⻑） 

 他いかがでしょうか。 
私ばかり発言してしまい申し訳ないのですが、7 ページ目の「重

点課題」なのですけれども、初めての計画ということなのでどうい
う書き方にするか、書きぶりが難しいところですが、7 ページ、3 番
の「重点課題」として、「市⺠等の理解の増進」と、それから「支
援ニーズの把握及び支援施策の拡充」という 2 つが取り上げられて
いますけども、なぜ今回、この初の計画を策定するにあたってこの
2 つを特に強調して重点課題としたのかと、そのあたりの趣旨をご
説明いただくとなお良いのかと感じました。 
 初めての計画策定でもありますので、何から始めたらいいかとい
うのはもちろん難しいことでもありますし、できることから、しか
も、⼀番⼤事なところからということかもしれませんけれども、他
の皆さまからもこの点、ご意見いただきたいなと思い本日参りまし
た。 
 また、「市⺠の理解の増進」や、「ニーズの把握」、「支援施策
の拡充」というのは、それぞれ条例で関連する規定がありますけれ
ども、関連する条文の条文番号を引用するなりすると、なお使い勝
手のいいものになるのという気もいたしました。 
 詳しくは意見の方針を記載しておりますので、ご覧いただければ
と思います。 



- 13 - 
 

 ⼤森室⻑、重点課題についてご説明等ありますか。 
事務局 
（⼤森市⺠⽣活
課安心・安全推
進室⻑） 

 (1)・(2)ですが、今回この計画が初めて作られる計画というとこ
ろで、まず焦点として「今の段階から何を取り組むべきか」という
ところで、まずは犯罪被害者支援ということについて、市⺠、また
事業所の事業主の方々の理解を深めていくことがまず、第⼀だろう
と、まずそこに注力しましょうという部分があります。 
 そして、理解を深めるだけでは手を差し伸べることがなかなか難
しいという中で、何をどのようにみんなで支え合って⾏くべきかと
いうところをきちんとアナライズしていきたいというところで 2 番
の「ニーズの把握」と「支援の拡充」、これをまずスタート地点か
ら手を伸ばすものとして、ここを明確にしていきたいということで
重点課題に挙げています。 

議⻑ 
（丹⽻会⻑） 

 そういった趣旨が伝わるような、2・3 ⾏でもよろしいかと思いま
すので、何か記載いただくとよろしいのかと思いました。 

他に皆さま方からいかがでしょうか。 
 ではここまではひとまずよろしいでしょうか。 

それでは続いて、条例の 13 条関係以降の具体的な施策・取り組み
についてです。 
 計画 8 ページの第 4、「具体的な取組み」というところで、ま
ず、条例に沿って、まず条例 13 条関係の 1 番、「相談及び情報の提
供」に関してお諮りしたいと存じますが、このあたりはいかがでし
ょうか。 

中曽根委員  先ほどは⼤変失礼しました。私のほうから先ほどお話ししました
けど、(1)の支援総合窓口の設置ということで、市⺠⽣活課安心・安
全推進室にあるということなのですけれども、各区にはその支援総
合窓口があるのかということと、もし「ない」という場合、本庁に
だけ市⺠の皆さまがいらっしゃるというわけでないかもしれないと
いう意味では、各区に設置するというあたりはどのようにお考えな
のかということと、もしあるのであれば、その旨も記載したらどう
かという点について、お聞きしたいと思います。 

事務局 
（市⺠⽣活課⼭
内主事） 

 事務局からお答えします。支援総合窓口については、各区にはご
ざいませんが、市⺠⽣活課安心・安全推進室が支援総合窓口として
ございますので、各区に相談がきた際、そこから安心・安全推進室
に情報が集積され、均⼀な支援を受けられるようにするための調整
と、また情報共有等という点での窓口ということで、安心・安全推
進室が⼀元的な窓口になっているというところでございます。 
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中曽根委員  ワンストップサービスを実施するというふうに、文章の中にも書
いてあるわけですけども、平成 24年から支援総合窓口ができている
ということなのですが、今までの中で、例えば犯罪被害者の方が来
られた場合に、その方のニーズに応じて、各課に回って対応してい
るというやり方なのか、あるいは、お部屋を用意していて、その方
のニーズに合った各課の方たちが来て下さって説明をして下さるの
か、今まで支援形態をとってこられたのか、そのあたりをお聞きし
たいと思います。 

事務局 
（市⺠⽣活課⼭
内主事） 

 ケースバイケースでの対応になるかと思います。 
 先日の会議でも少し触れさせていただいたところではございます
が、7 月頃に相談事案がありました。対応の際に我々だけではなく
て、関係すると思われた、秋葉区の健康福祉課の保健師、女性相談
員に入ってもらいまして、個別の部屋で対応して、今後どう対応で
きるかというところを相談したケースはございます。 
 ただ、今のところそこまで多く対応してきたという実績がないと
ころもございますので、今後またそのところについては、対応のと
ころについては、また準備をしていかなければならないと思ってお
ります。 

事務局 
（⼤森市⺠⽣活
課安心・安全推
進室⻑） 

 若干補足させて下さい。総合的対応窓口ということで、ワンスト
ップサービスを実施する、各自治体に設置という部分の窓口は市⺠
⽣活課安心・安全推進室です。 
 今も申し上げたように、例えば区であったり、出先機関にご相談
があった際にまず、その話がうちに来るように庁内連絡体制を取っ
ております。 
 その相談の内容についてどこまでファーストタッチで取り込める
かというところはすごく⼤きいところだと思うのですが、ケースバ
イケースなのですけど、⼭内主事のほうから説明あった例で言う
と、最初の段階で、ある程度細かいとろまでお話をいただいており
ました。 
 その場合、どこでお会いしたほうがよろしいかと、お相手の意向
もありまして、近場がいいということだったので、指定のあった区
役所と連携を取って非常にプライバシーがとれる、守れる場所も準
備してもらって、かつ、お話の内容からいくと、保健師と女性相談
員の方が最初から入っていったほうが、話が早いというところで、
ご本人の了解を得て同席をいただいたというケースです。 
 そうでない場合、例えばまず電話でファーストタッチがあって、
直接細かい、詳しいお話をうかがいます。その前は東区に伺ったこ
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ともあります。 
 会議室をとっていただいて、そこでお話をうかがう中で必要な事
項が見えてきた場合、私どもが同⾏して、必要な部署に⾏ったとい
うケースもあります。 
 ケースバイケースですし、入り方の中で、ご準備できる部分・で
きない部分ありますが、あらかじめであっても、その後であって
も、私どもがハブになって連携できるように体制を整えておりま
す。 

井口委員  今ほど⼤森室⻑より、各区とも連携を取っているということでお
話を伺いました。 
 ただ、計画の記載からは、そこまで見えてこないような気がいた
しました。 
 例えば、各区も連携しているということであれば、この 8 ページ
の(2)、ア)から 9 ページのケ)までありますけど、ア)・イ)・エ)・
キ)・ク)・ケ)は区に相談しても本庁に相談しなければならないよう
に捉えかねない。 
 よって、例えば(1)の犯罪被害者の支援総合窓口の設置、4 ⾏目の
ところから、「情報提供の⼀元化を図るとともに、庁内各部署、中
ポチ、各区役所との連携」というふうに記載できればと思うのです
けど、ただこの「庁内各部署」に、区役所も入っているということ
であれば、それは必要ないかと思います。 

分かりやすくしていただけるのであれば、例えば児童相談所はな
いのか、男女共同参画課、区役所はどこかにあるのかどうか。 
 市⺠専門相談であれば、広聴相談課市⺠相談室、中ポチ各区、地
域総務課など、そういうふうな書き方はどうかと思っております。 

事務局 
（⼤森市⺠⽣活
課安心・安全推
進室⻑） 

 井口委員からご指摘のあった、「庁内各部署」には、区役所も当
然入るのですが、市⺠の方にどう分かりやすく伝えるかというとこ
ろについて、なかなか各専門の相談特化した機関も出ていますの
で、そこに区役所をつけるのはちょっと違和感がある部分もあるか
と思われます。 
 (1)の支援総合窓口の設置というところで、どこに相談来ても⼤丈
夫であるということが書ききれていないことにより、そういった疑
問が上がるのかと、今のお話を伺って感じました。 
 よって総合支援窓口と市のあたりから、ご相談いただくのは市の
どこでもいいということが分かるような書き方に変えたほうがいい
かと思います。 
 また検討させていただきますが、例えば相談に特化している機関
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である「児童相談所・区役所」となると、やはりちょっと違和感が
ある部分があったりするので、「こっちが記載されていて、こっち
が記載されていないのはいかがなものか。」という俯瞰した感覚も
必要になると思います。その辺りも踏まえてご意向のほどを伺いた
いと思います。身近な市の機関に相談すれば連携取れた対応が受け
られるということが鮮明になるような文言を考えたいと思いますが
よろしいでしょうか。ありがとうございます。 

高橋委員  9 ページの⼀番上のオ)のところでですが、「女性相談員が相談に
応じます。」となっているのですけど、例えば男性が女性に関する
相談をする場合、必ず女性が相談に加わるということでしょうか。 
 併せて、女性でも、例えば女性の相談員ではなく、男性の相談員
を望む場合もあるかと思いますので、ここはもうちょっと柔軟な書
き方でもいいかと思いました。以上です。 

議⻑ 
（丹⽻会⻑） 

 他にはいかがでしょうか。 

⼤花委員  8 ページ目の「犯罪等に起因する各種相談」のかっこ「ア」につ
いてです。ここでは「弁護士による法律相談をはじめとして、専門
家の無料相談を⾏います。」ということで、これは従前から新潟市
で⾏っている制度について記載されているものと理解しておりま
す。 
 ただ、私は法律家でして、市⺠法律相談をすることがありますけ
れども、例えば弁護士相談だと、市役所・区役所で⾏っている相談
は 30 分の枠が決まっていて、30 分ごとに機械的に配転されている
というかたちを取ります。 
 相談場所も様々でして、ちゃんとひとつの会議室とっていただい
ている区もあれば、パーテーションで区切っているだけのところも
あります。 
 こういったところで犯罪被害者の方の相談ができるとは私は到底
思えません。 
 枠も 30分ということで、もう終わりそうになると職員の方が「次
の方が来ます。」ということで声をかけていただいて、それは仕方
がないことなのですけど、法律相談を無料で平等に受けられるよう
にという制度なので、ただ、犯罪被害者の方にこれをやってしまう
と二次的被害が起きてしまう恐れが非常に⼤きいと考えておりま
す。 
 ですので、この他の市⺠相談と⼀緒に犯罪被害者等の方の相談を
含めて考えるのは、本当は好ましくないと考えています。 
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 なので、最善の策としては法律相談料、法律相談だけではなく
て、相談料について市のほうで持っていただく。犯罪被害者等の相
談は、それぞれの専門家の事務所等、プライバシーと時間が取れ
て、ゆっくりした雰囲気で相談できるようなところでやらなければ
いけません。そのために費用助成していただくのが⼀番だと思って
います。 
 ただ、なかなかそれが難しいということであれば、例えば犯罪被
害者の方の相談に関しては 1 時間枠取る等という方法もあるでしょ
うし、プライバシーに配慮するという点に関しても例えば会議室を
別にとっていただくなど、できるところからやっていただきたいと
思っていますので、ここの書きぶりという話ではないのですけど
も、その具体的なやり方として、そのあたり、市⺠相談を利用する
にしても犯罪被害者の方の「ニーズや悩みとかに寄り添った対応を
とります。」というような⼀言でも書いてあげたらいいのではない
かと思いました。以上です。 

議⻑ 
（丹⽻会⻑） 

 何か事務局からありますか。 

事務局 
（市⺠⽣活課⼭
内主事） 

 貴重なご意見いただきましてありがとうございました。ここの記
載について検討していくとともに、プライバシーの面など、実際の
ご経験からのご感想からいただきまして、ありがとうございます。 
 その点についても関係部署と相談をしながら対応について検討し
ていきたいと思っております。 

議⻑ 
（丹⽻会⻑） 

 ありがとうございます。相談のしやすさということですけれど
も、先ほど中曽根さんもおっしゃっていましたが、どうしても官庁
の役所の窓口というのはオープンなスペースになっていますので、
そういうところにせっかく勇気を振り絞ってご自分から来られた方
が、周りに人がいて話が筒抜けになっている状態で、「私は犯罪被
害者です。」ということがそもそも言えるかという心配もございま
すし、まずは別室を用意していただくという配慮から始めていただ
ければと思います。ワンストップをうたうからには、「たらい回
し」ではないかもしれませんけども、誘導してあっちに⾏ったり、
こっちに⾏ったりというようにぐるぐる回るというよりはずっと座
ったままで、相談相手の人がかわるがわる来ていただくとか、⼀堂
に会するというほうがよろしいのかということもやはりありますの
で、併せてご検討いただければと思いました。 
 他いかがでしょう。 
 では、時間の関係もございますので、次に 9 ページから 10 ページ
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に計画で記載されております、条例で申し上げますと、14 条関係、
「心身に受けた被害及び影響からの回復」、こちらはいかがでしょ
うか。 

小林委員  (1)のカウンセリングの費用の助成なのですけれども、この上限額
15 万円について、この金額が妥当なのか分からないのですけれど
も、15 万円に達するまでには何回も受けてもいいのかということ
と、ほかの助成について「各種手当支給します。」という文言があ
るのですが、いくら支給してもらえるかについて、人それぞれ、支
援者によって金額は違うとは思うのですけども、具体的な数字や目
安などがあるといいのかと思いました。以上です。 

議⻑ 
（丹⽻会⻑） 

 ⼤花先⽣どうぞ。 

⼤花委員  私もカウンセリング費用の助成のところで現⾏の市の要綱等です
と、⼀定の犯罪⾏為に限ってカウンセリング費用の助成をするとい
うことになっていますので、その要件の部分についても明確に記載
しないと、パブリックコメントを⾏う際に市⺠に対してこれで充分
かどうかというと問う意味もあると思うので、要件の部分について
も明記していただきたいと思います。 

またその要件について、難しいかもしれませんが、要件が被害者
遺族や、重度障がいを負ったということが要件になっているので、
例えば過去 1 年間で、新潟市内か新潟県内で、要件に当てはまる犯
罪がどれくらいの件数あったのかというようなものも入れていただ
くと市⺠のほうで、この要件で充分なのかなど、色々な議論ができ
ると思いますので、どこかでそういった情報も入れていただけたら
と思います。 
 資料編に要綱が載っていますが、そこまではなかなか⼀般の方は
読まないかもしれませんので、要件について本文に載せるといいと
思いました。以上です。 

事務局 
（市⺠⽣活課⼭
内主事） 

 ご意見いただきましてありがとうございました。どれだけ具体的
に書いていくかというところについても、また、今後検討していく
余地があるかと思っております。 

事務局 
（⼤森市⺠⽣活
課安心・安全推
進室⻑） 

 先ほどのカウンセリング費用に関しましては、条例に記載があ
り、額についてはこの付属資料にあるのですが、要綱や規則で決め
させていだいています。 
 これに関しては他の事例「相場額」というと、ちょっと言葉が不
適切かもしれませんが、⼤体どれぐらいなのかというところを判断
しながら決定しており、内部的に裁決をいただいて決定しておりま



- 19 - 
 

す。 
 その他の金額は明示できるものについてはなかなかないようなと
ころもあります。国の制度に基づくものも結構ありまして、額が変
更になる部分もありますので、書ける部分・書けない部分あります
が、もう⼀度見直しさせていただいたうえで、なるべくそれがどれ
くらい自分にとって有益なのかが分かるようにというご意見だと思
いますので、そこの部分についてはもう⼀度見直しさせていただき
たいと思っております。 

議⻑ 
（丹⽻会⻑） 

 他はいかがでしょうか。 
 ひとまずよろしいでしょうか。 

では 11 ページの、条例では 15 条に規定されております「日常⽣
活の支援及び配慮」という項目、⼤きな 3 番ですけれども、ここは
いかがでしょうか。 

小林委員  (3)の「子育て短期支援」のところですが、要件について、2 か月
から 3 才未満のお子さんが⼀ヶ月に 7 日まで書いてあるのですけど
も、延⻑することができるのでしょうか。 
 延⻑できないと、どうなるのかというのが分からなかったのでお
聞きします。 

議⻑ 
（丹⽻会⻑） 

 そこはいかがでしょう。今、分からなければあとでも結構です。 

事務局 
（市⺠⽣活課⼭
内主事） 

確認させていただき、後ほど回答させていただきます。 

中曽根委員  日常⽣活支援及び配慮のところ、既存のサービスにつなげてその
支援を⾏うということを恐らくここに記載しているのだと思うので
すけども、「ひとり親の家庭に対して」となっています。犯罪被害
に遭うと怪我をされたり、それから家から出ることができなくなっ
たりと、誰かが亡くなった場合でなくても日常的な支援が必要なケ
ースもたくさんあると思われるわけです。 
 そう考えていくと、日常⽣活支援について例えば、家事援助サー
ビスとか、家事のお手伝いとか、育児のお手伝いとか、介護のお手
伝いとか、それから保育園関係の送迎とか、配食サービスとか、そ
ういうふうな被害直後に混乱した状況の中で支援を受けられるとい
う取り組みのようなものがまた別にあるといいと思っているのです
けども、そのあたりはいかがなものでしょうか。 

議⻑  井口委員どうぞ。 
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（丹⽻会⻑） 
井口委員  中曽根委員に加味させていただいて、私もこの 11 ページの 3 の

「日常⽣活の支援及び配慮」について、具体的に記載されています
けども、これを見ると、今ほど中曽根委員が発言されたように、い
わゆるひとり親家庭や児童の子育て支援に限定されているように受
け取りかねないと思います。例えば、両親・子どももいる家庭で、
両親が共働きで、片親が被害に遭い、入院した時などの日常⽣活の
支援をこういったケースは受けられないと読み取れます。このよう
な場合も、普通の家庭の誰かが被害に遭った時に、いわゆる被害当
初は何をしていいか分からないような状態に、家庭⽣活支援の派遣
などができるような施策にしてはいいがかと思います。 
 例えばさいたま市の事例では、家事・介護援助費の助成など、⼀
時保育期の、助成をやっておりますけども、予算の絡みもあります
が、そういうものも考慮されてはいかがかと思います。以上です。 

議⻑ 
（丹⽻会⻑） 

 ありがとうございます。私も実は同じところが気になって、お聞
きしたいと思っていたのですが、もし、予算措置等が必要で今回の
計画には記載できないため、とりあえず現⾏の制度で、すぐにでも
対応できそうなところから挙げたという趣旨であれば、計画は順次
積み上がっていくものですので、5 か年計画で、「第 2 回目の新し
い計画ではこういう項目を新たに取り上げます。」ということでも
よろしいかもしれませんけども、条例で文言としては挙がっている
施策なのに落ちているではないかと、何かマイナス評価を受けたり
する心配もありますので、こういう事情で今回は計画としては取り
上げないけれども、準備は進めておくなど、何かしら「ちゃんと準
備はしています。」というようなことは入れておいていっていただ
いたほうがいいのかという気はいたしましたがいかがでしょうか。 

事務局 
（⼤森市⺠⽣活
課安心・安全推
進室⻑） 

 丹⽻委員からおっしゃっていただいたとおり、現状あるもの、今
回条例にともなって特化した制度がいくつか動いています。 
 それと、特化していない制度、いわゆる要件が当てはまった方に
は適用できる制度、それも使えるメニューとして整理しているのが
今回の第 1 弾の計画になっております。 
 今、おっしゃっていただいたような、ひとり親に限らず、ニーズ
は高いというお話は、実はその条例をご検討いただいた議会の検討
会の皆さま方からも出ていて、その中でも、予算の関係も当然あり
ますし、制度を動かすパワーの部分も多分にあって、ブラッシュア
ップした、最初にやる特化制度から動かしていただいて、その次に
控えているのが今おっしゃったようなものだったり、先ほど⼤花委
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員がおっしゃっていただいた、法律相談、または弁護士費用の助
成、そういったところがあるというお話はいただいております。 
 なので、今後今おっしゃっていただいた部分については、まさに
この推進会議でいただいた意見として、制度の必要性に、重点事項
に書きましたニーズの把握と、その部分で新しい制度の必要性につ
いて検討して進めて⾏こうと考えております。 
 今、丹⽻委員からおっしゃっていただいた「今後やります」とい
うところまで記載できるかどうかなのですが、なかなか難しいかと
思います。確約できないものを書くということは、予算の執⾏とも
なう⾏政の施策としてはよく検討しなければいけない部分がありま
すので、ある程度、目処が立って、もう予算がついており、もうす
ぐ制度として動く段階であれば書けたり、これから予算要求に入る
という段階ではなかなか書けなかったりと、色々ございますので、
少し検討させて下さい。お願いいたします。 

議⻑ 
（丹⽻会⻑） 

 ご苦労お察し申し上げます。であれば、おそらく今年度は特にこ
ういう事情で、重点課題で出てきたニーズも合わせるかたちで、特
にこれらを取り上げたという 1 文でもあれば、そんなに抵抗なく読
めるかという気もいたしました。 
 あとまた同じようなことで申し上げておきますと、よく色々な国
の計画ですとか、他の自治体の計画等を見ていますと、複数の項目
が同じところではなくて、あちこちで散らばっていて、再度掲載さ
れるという意味で、「再掲・再掲」と何回も出てきてということが
あります。 
 今回の計画ではきれいにそれが排除されていて、どこかには挙が
っているので、ここでは、条例の文言では入っているのだけど、あ
えて書いていないというふうなところはかなり気が付いたのですけ
れども、例えば今、我々が話をしています、条例の 15 条の日常⽣活
支援と配慮ということで言いますと、条例の文言では家事・介護を
⾏う者の派遣、⼀時保育のほかに教育を受けるために必要な支援と
いうのが入っていたり、あと、⽣活支援のほかに精神的負担への配
慮というのが入っていたりします。 
 これは実は条例の他のところでうたわれていて、計画としてもほ
かの場所でちゃんと盛り込まれてはいるので、あえてここでは書い
ていなかったのかと理解したのですけど、それでよろしいでしょう
か。 
 ただ、これは書いておくほうが、自分たちがチェックするという
意味でも、⾏政評価の関係などでも「忘れていませんよ。」という
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意味でいいのかどうなのかという点があるのですが、いかがでしょ
うか。 

事務局 
（⼤森市⺠⽣活
課安心・安全推
進室⻑） 

 皆さまにお配りした資料 2 を開いていただくと、「条例における
位置づけ」というところが、左から三番目に記載されていますが、
ここに 2 つ以上条例の記載があるものは、まさに今、丹⽻委員がお
っしゃっていた、重複する施策だと思います。 

複数アングルからそこまでたどり着く施策ということなのです
が、今回この素案を作るにあたって悩むところではございました。 
 他の計画を見ると、やはり、「再掲」になっているものもござい
ます。ただ非常にボリューミーになって、私どもが、それを研究し
ている段階では、逆に分かりづらくなっているのではないかと感じ
ました。 
 今回なるべくコンパクトに、そして階層的にも先ほど最初に説明
がありましたけれど、見やすくすることで、必要な点を見つけてい
ただきたいと思います。 

「再掲」にするとボリュームが倍ぐらいになってしまうようなと
ころもありまして、どこを見たらいいか分からないという感覚のほ
うが先に立ったので、もっとシンプルに全部⼀度見てもらって、ぱ
っと見つけてもらうと、そっちのほうがいいのではないかというこ
とで、この素案を作っております。 

議⻑ 
（丹⽻会⻑） 

 ご説明いただきましたがいかがですか。どっちかを取るしかない
ですが、確かに「再掲」を繰り返すと、かなりうるさくなってしま
うことは確かですので、おそらくワンストップで対応する方がちゃ
んとそこを理解されていて、きちんと対応すれば問題はないところ
かと思います。 
 他いかがでしょうか。では、条例 15 条の日常⽣活支援に関しては
よろしいかと思いますので、次に同じく計画素案では 11 ページの下
から始まります 4 番、「安全の確保」、条例では 16 条関係になりま
すけれども、この点に関していかがでしょうか。 
 11 ページ、計画の素案では 11 ページから始まりまして、12 ペー
ジの頭にかけて書かれております。 
 中曽根委員、お願いします。 

中曽根委員  確認ですが、この「住⺠基本台帳事務における支援措置」なので
すけれども、DV およびストーカー⾏為など、「など」とついてい
るので、いいのかとは思うのですけれど、どうしてもやはり今まで
支援した例の中でも、殺人被害の方とか、それから性犯罪・性暴力
の被害者の方も、そういう住⺠基本台帳の支援措置をお願いすると
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いうことがありました。 
 なので、どうしても DV とかストーカーのイメージを持たれるの
ですけども、そのあたりは各庁内これを挙げていただく時にもし、
被害者の方のニーズがあるのであれば、やっていただけるというこ
とでしょうか。 

事務局 
（⼤森市⺠⽣活
課安心・安全推
進室⻑） 

 市⺠⽣活課の施策でございますので、今おっしゃったとおり、そ
の必要性があって、要件を満たせば DV や児童虐待といったものに
限らずに、その必要性があれば対応できるということを確認してお
ります。 

中曽根委員  あと、私もちょっと分からないのですが、選挙権の関係でも、選
挙管理委員会から、名前が分からないようにしていただくことがで
きると聞いているのですが、その点はどうなのでしょうか。 

事務局 
（渡部市⺠⽣活
課⻑） 

 制限の内容については確認させていただいて、好ましい表記にさ
せていただきたいと思います。 

井口委員  確認というかお願いなのですけども、全国の事例で、支援事例等
見ますと、住⺠基本台帳事務におけるその制限はきちっとやられて
いるのですが、税の関係から、情報が漏れて分かったという事例が
全くないわけでもないので、税関係の課のでもきちんと確認をお願
いできればと思います。 

議⻑ 
（丹⽻会⻑） 

 ありがとうございます。他はいかがでしょうか。 
 あと、「安全の確保」に関しては、居どころが知られないように
するという情報管理が主に今回取り上げられておりますけども、こ
れは現⾏すぐにでも実施が可能だということで取り上げていただい
てと理解しているのですけど、それでよろしいですよね。 
 例えば、市営住宅の目的外使用を認めて、⼀時保護の施設として
使わせてもらうということはすぐにはできないので、条例では保護
など入っていますけれども、そこはうたってないということでよろ
しいのですよね。 

では次に計画素案の 12 ページ、⼤きな 5 番、「居住の安定」でご
ざいます。条例では 17条になっておりますが、この点はいかがでし
ょうか。 
 市営住宅に関しまして抽選倍率の優遇と、転居に関わった費用の
助成と、転居の際の物件探しという 3 点がございます。 

中曽根委員  犯罪被害にあわれた方が当選確率 2 倍、DV 被害にあわれた方が 3
倍という数値に根拠はあるのでしょうか。 
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本当ならばやはり特別の配慮として、必要とあれば速やかに入居
させていただきたいという希望があるのですけども、そのあたりに
ついてお聞かせ願いますでしょうか。 

事務局 
（⼤森市⺠⽣活
課安心・安全推
進室⻑） 

 ありがとうございます。先回の確か 1 回目でも、市営住宅のお話
出たかと思うのですが、私ども担当課と話をさせていただいていま
すが、なかなかその目的外使用が難しいというところもございまし
て、今回条例をご提案いただく中で転居費の助成というところで、
ご自身で選んだ転居先に⾏くその費用について助成しようというと
ころがあります。 
 住環境政策課のほうにも確認しているのですが、この 2 倍・3 倍
の根拠というところが、過去の事例が発⽣した際に内部協議をして
決めきたことであり、根拠については不明とのことでした。 
 目的外使用につきましても、引き続きまた相談させていただきた
いと思います。目的外使用を諦めて転居費用の助成に切り替えたと
いうことではございませんので、引き続き頑張っていきたいと思い
ます。 

議 ⻑ （ 丹 ⽻ 会
⻑） 

 無抽選などそういった対応を取れれば⼀番いいかと思いますが、
選択肢がいくつかある中で抽選倍率を優遇していただいている状況
だと思います。 
 他いかがでしょうか。それでは続いて、12 ページから 13 ページ
にかけての 6 番雇用の安定について、対応する条例では 18 条になり
ますけれども、こちらはいかがでしょうか。 

中曽根委員 先ほど申し上げたこと⼀緒の内容となってしまいますが、日常⽣
活の支援のところでもお話しさせていただきましたが、これを見て
みると既存の制度としてはひとり親家庭に関する就労の助成や自立
支援となっており、基本的にはひとり親ではない犯罪被害者の方も
いらっしゃる中で、就労の自立に関する給付金の助成や就業自立の
支援などについて考えていただけないかなと思います。 

事務局 
（⼤森市⺠⽣活
課安心・安全推
進室⻑） 

 先ほどと同じですが、今後の政策の展開に関するご意見として、
制度について考えていきたいと思いますが、ここに記載されている
ひとり親の就労に関する給付金の方は国の制度となっています。よ
って、財源の確保を含め、今後検討していく必要がありますので、
お力添えをいただければと思います。 
 また、（３）ひとり親家庭等の就業・自立の支援についての専門
の相談員というところで、支援プログラムを作っていくということ
ですので、犯罪被害者の方のみということになると難しいのです
が、既存の制度の拡充運用など、検討はいろいろできるかと思いま
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すので、必要なものはなるべく早く実現できるよう努力したいと思
います。 

議 ⻑ （ 丹 ⽻ 会
⻑） 

他いかがでしょうか。 
 時間も押してきましたので、次に計画素案 13 ページからの７番
「経済的負担の軽減」ということで条例では 19条のものですが、こ
ちらはご覧いただきますとお分かりのとおり、16 ページの頭まで各
種支援内容が記載されていますが、いかがでしょうか。 
 それでは私からお話しさせていただきます。 
 例えば 15 ページ（6）番の（ウ）⺟子⽗子寡婦福祉資金の貸付と
いうのがありますけれども、これは 14 ページの（2）と重複して支
給を受ける可能なのでしょうか。制度を利用される方にとっては気
になるところだと思います。 
 同じような問題が 16ページ冒頭の入学準備金の貸付についても貸
付ですので、重複の可否について制度を利用する方が分かるように
記載してあげるとよいのかと思います。 

事務局 
（ 市 ⺠ ⽣ 活 課 
⼭内主事） 

 重複した利用の可否については、後ほど確認させていただきたい
と思います。 

議 ⻑ （ 丹 ⽻ 会
⻑） 

 どこかで支給を受けるとその分減額されたりする例が結構ござい
ますので、ぜひその点についてもご配慮いただきたいと思います。 
 他いかがでしょうか。 

中曽根委員  確認で申し訳ございません。15 ページの（7）就労に関する経済
的支援の（イ）について、教育委員会学務課が⾏う貸付の制度とな
っていますが、これは給付型ではなく、貸付型ということで間違い
ないでしょうか。 

事務局 
（ 市 ⺠ ⽣ 活 課 
⼭内主事） 

 貸付で間違いございません。 

議 ⻑ （ 丹 ⽻ 会
⻑） 

 他いかがでしょうか。 
 あとはこの⼤枠の中でいうと（1）と（2）の見舞金と資金貸付に
ついて、特に見舞金ですが、国の制度との関係でやはり重複して申
請ができるのかどうか、あるいは減額されたりするのかについて明
記すると、使い勝手の良いものになるかと思います。 
 やっぱりたくさん記載されているので、再掲、再掲となると⼤変
なのかなと思います。 
 他いかがでしょうか。 
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 それでは 16 ページの 8 番市⺠等の理解の増進について、条例では
20 条が対応する部分ですが、ここはいかがでしょうか。 
 市⺠全般向けと事業者向けの両方で⾏うということです。 
 特にありませんか。では次に計画素案 16 ページから 17 ページに
かけての⼤きな 9 番教育活動の推進について、条例では 21 条が対応
する部分となります。 
 ここでは学校における啓発活動として、対象が中学 3 年⽣となっ
ているのは、市が所管する義務教育の最高学年が中学 3 年⽣だから
という趣旨なのでしょうか。 

事務局 
（ 市 ⺠ ⽣ 活 課 
⼭内主事） 

 そういった趣旨となります。 

議 ⻑ （ 丹 ⽻ 会
⻑） 

 ありがとうございます。他いかがでしょうか。 

井口委員 今ほど丹⽻会⻑がおっしゃったところなのですが、見た方としては
「中学 3 年⽣だけが対象なのか。」となってしまうので、考えてみ
たのですが、「中学 3 年⽣を主な対象として」という文言を「児童
⽣徒に対してリーフレット等の配布や教材の活用」とし、ここに
「及び被害者支援の専門家などの講演などにより」を追加してはい
かがかと思います。 

議 ⻑ （ 丹 ⽻ 会
⻑） 

ありがとうございます。他いかがでしょうか。 
では次に、素案の 17 ページ⼤きな 10 番人材の育成について、条

例では 22 条があたりますが、ここはいかがでしょうか。 
庁内関係部署職員に対する研修の実施とのことですが、いかがで

すか。これは既に⾏われていることで、私も講師として参加したこ
とがあります。 
 ご意見ございませんでしょうか。では次に進みます。 
 17 ページ⼤きな１１番⺠間支援団体に対する支援ということで条
例 23 条関係になりますが、ここはいかがですか。自助グループ活動
の支援として項目が挙げられています。 

⼤花委員  ⺠間支援団体に対する支援ということですけれども、なんとか財
政支援をお願いできないかと、私は考えています。恐らく井口委員
も同じように考えていると思いますけれども、市が予算をとって財
政措置を取らなくても、寄附金型自動販売機の設置などで支援する
ことはできますので、市役所が管理する公園や庁舎などたくさんあ
るはずなので、そういった面でも支援をお願いできればと思いま
す。 
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 被害者支援センターは、新潟の被害者支援の主力を担っている団
体なので、ぜひ協力していただきたいと思います。 

議 ⻑ （ 丹 ⽻ 会
⻑） 

 私の方も財政的支援はぜひお願いしたいと思い、募金活動の協力
について記載させていただきました。 
 他いかがでしょうか。 

井口委員  今ほど⼤花委員からありがたいお話をいただきました。私もその
通り意見を記載していました。1 つ紹介させていただきたいのです
が、先ほどの市の施設に自販機を設置するという話がありました
が、早通のコミュニティセンターに自販機を設置させていただきま
した。新聞報道もしていただいたのですけれども、市と業者との契
約ではなく、コミュニティセンターの指定管理者であるコミュニテ
ィ協議会と業者との契約という、市と業者の直接契約ではなく、コ
ミュニティ協議会が中に入っています。東区のコミュニティセンタ
ーからも設置を検討するという声がありました。 
 市の施設はたくさんありますので、⼤きな算段ができるかと考え
ていますので、ぜひよろしくお願いします。 

議 ⻑ （ 丹 ⽻ 会
⻑） 

 他いかがでしょうか。 
 私から⼀つ質問させていただきたいのですが、条例の 23条では⺠
間の支援団体として、犯罪被害者等支援に関する情報の提供という
ことが⼀項目入っているのですが、例えば⺠間支援団体の方から市
の方に「こういった情報が欲しい。」ということがあるのであれ
ば、例えばどんなことが考えられるでしょうか。 
 条例が新しく出来たことによって、こういった情報をいただける
とありがたいということはありますか。 

中曽根委員  犯罪被害者支援センターが支援の始まりの方の場合、どういった
福祉サービスがあるのかということや連携して支援を⾏うために、
市の支援内容について、色々な情報を提供いただけるのかと考えて
います。 

井口委員  中曽根委員の方からも発言いただきましたけど、他にも、市の相
談窓口に相談者が来られて、市が⺠間の支援団体の支援が必要だと
判断された場合、その方の情報をいただいたりなどもあるのかと考
えています。現時点でも新潟市と連携が非常に取れていますので、
よく市の方にもお伺いしていますし、市の施策をお伺いしたり、非
常に良い関係が取れていますので、このままこの関係を続けていけ
たらと考えています。 

議 ⻑ （ 丹 ⽻ 会  素案としては最後になりますが、第 5 進⾏管理と言うことで、素
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⻑） 案の 18 ページになります。こちらに対応する条例の条文というもの
はなくて、あえていえば計画の管理になるのですけれども、ここは
いかがでしょうか。 
 進⾏管理に当たって、自治体によっては我々のような会議にて、
第三者の意見として進⾏管理上、何か意見を述べさせていただくと
いう形をとっている自治体もあるのですが、その辺はまだ未定でし
ょうか。 

事務局 
（⼤森市⺠⽣活
課安心・安全推
進室⻑） 

 次年度におきましても、計画を育んでいくという点で、計画の中
で拡充する制度を含めて、ニーズを把握し、そのニーズに手が届く
支援制度を充実させていかなければいけない部分のご意見を引き続
きいただければと考えています。 

議 ⻑ （ 丹 ⽻ 会
⻑） 

 他いかがでしょうか。では全体を通じましてその他でも結構で
す。何かご意見等ありますでしょうか。 

中曽根委員  これも確認なのですが、危険運転致死傷罪以外は見舞金制度の対
象外となるというのは理解しました。今回予算付けされたカウンセ
リング費用、転居費用、貸付金制度は交通事故被害者は対象となる
のかということをまず⼀点確認させていただきたいと思います。 

⼭内主事  見舞金だけではなく、その他の助成制度についても、国の給付制
度と同様の要件となっておりまして、交通運転致死傷罪以外は対象
外となっています。 
 要件の拡⼤についても今後皆さまと相談していきたいと考えてい
ます。 

中曽根委員  県警の方では危険運転致死傷罪以外もカウンセリングを⾏ってい
ると思うのですが、市の方のカウンセリングについては対象外とい
う事なのでしょうか。 

⼭内主事  現時点では危険運転致死傷罪以外はカウンセリング費用助成につ
いて対象外となっています。 

中曽根委員  名古屋市の支援条例では、過失犯でも犯罪の被害者とみなして支
援するという項目があるけれども、見舞金は出ないといった風に記
載されているのですけれども、その辺りについて、私たち支援する
側からも誤解してしまってしまうかもしれませんし、庁内の各部署
の方も誤解してしまう部分もあるかと思いますので、そのことで被
害者の方へ二次被害が起きてしまうかもしれませんので、その部分
を明確にしていただけるとありがたいと思います。 

議 ⻑ （ 丹 ⽻ 会
⻑） 

 他いかがでしょうか。 
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高橋委員  書きぶりの問題について、細かくても申し訳ないのですが、新潟
市犯罪被害者等助成金交付要綱 33 ページ 2 条 3 号の犯罪被害者の定
義について、この要綱では犯罪被害者とは「犯罪⾏為により死亡し
た者及び重傷病を負った者という」と記載されていて、この要綱を
見て犯罪被害者の方は良い思いされないと思います。つまり、こう
いった方々以外にもご苦労されている方は多いかと思いますので、
表現ぶりとか規定ぶりというのはいかがなものかと思います。 
 恐らく新潟県の見舞金の要綱と同様となっていると思うのです
が、見方によっては失礼な表現になっているのかと思いますので、
見直しをする機会があれば、私は直した方が良いのではないかと思
います。 

議 ⻑ （ 丹 ⽻ 会
⻑） 

 同じ要項の第 2 条 1 項にて犯罪⾏為とは何か記載されており、併
せて読むと、法律の専門家であればすぐ読み取れるのでしょうけ
ど、⼀般の方が読むと過失による⾏為を除くということはすぐには
分からないかという思いもあります。日常的にあふれる刑法犯の約
60%は窃盗ですので、窃盗と器物損壊で 8 割になってしまいますか
ら、そういった被害に遭った方は対象なのかすぐには分からないの
かと思います。 
 要綱は要綱でかっちりした文章で良いのかと思いますけれども、
広報していただくときとか、申請する際の様式にどういったものが
あたるのかということが⼀目で分かるような書きぶりをしていただ
くと良いのかと思います。例えば「今回助成制度を申請されるきっ
かけになった犯罪はなんですか。」という項目を設けて、その下に
「こういった犯罪は支援の対象となりません。」とった記載をする
などすると分かりやすくなるのかと思います。 
 他いかがでしょうか。よろしいでしょうか。今回は非常に活発な
ご意見をいただきまして、⼤変ありがとうございました。それでは
議事については終了させていただきます。事務局に進⾏をお返しし
ます。 

事務局 
（⼤森市⺠⽣活
課安心・安全推
進室⻑） 

 丹⽻会⻑ありがとうございました。皆さまも⼤変活発な議論をい
ただきまして、ありがとうございます。本日いただいたご意見を計
画に反映させていただきまして、予定では 12 月 19 日よりパブリッ
クコメントを実施したいと考えています。パブリックコメントにか
ける計画案につきましては、実施前に皆さまに送付させていただき
たいと思います。 
 時間を押している中申し訳ありません。最後にその他として新潟
市犯罪被害者等支援周知啓発の実施状況について⼀覧表をお配りし
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ていますので、その点についてご説明させていただいて、情報共有
させていただきたいと思います。 

事務局 
（ 市 ⺠ ⽣ 活 課 
小林主事） 

 本日机上に配布させていただきました「新潟市犯罪被害者等支援
条例周知取組⼀覧」という写真入りの資料をご覧ください。 
 この資料は、新潟市犯罪被害者等支援条例が制定されてから条例
の周知に関して、市が実施した取り組みを記載したものです。 
 まず初めにポスター・リーフレットの作成及び配布の取り組みに
ついて紹介させていただきます。 
 本条例の趣旨を⼀般の方に分かりやすく伝えるためのポスター及
びリーフレットを作成し、にいがた被害者支援センターや新潟県警
など新潟県被害者支援連絡協議会にご所属されている団体の皆さま
や市内の公共施設等に送付し、掲示・設置を依頼させていただきま
した。 
 実際に、犯罪被害にあわれて実況見分などで新潟県警を被害者の
方が訪れた際に、新潟県警の方から見舞金について紹介していただ
き、「警察の方からこのチラシをいただいて連絡しました。」とい
う方がいらっしゃいました。 
 各団体の皆さまより、支援内容が詳細に記載されたこのリーフレ
ットをお渡しいただくことで、ご相談いただける機会がより多くな
るのではないかと考えております。 
 また、今後中高⽣向けのリーフレットや事業者の方向けのリーフ
レットを作成予定です。 
 続いて、広報媒体を活用した周知・啓発についてです。1 ページ
目の下の段をご覧ください。 
 本条例の趣旨を幅広い世代に理解していただき、自分事として捉
えていただくために、様々なコンテンツを利用し、広報を⾏いまし
た。 
 若年層向けには、Facebook や Twitter、Instagram などのメジャ
ーな SNS において広告配信を⾏いました。 
 また、新潟日報メディアネットが運営している地域情報サイト
「ガタチラ」で条例に関する記事を配信しました。 

2 ページをご覧ください。新聞広告や⽣活情報誌などの紙媒体で
の周知や、ラジオ出演での広報を⾏いました。 
 なお、新潟日報が発⾏している情報誌「assh」では丹⽻会⻑より
「犯罪被害者等支援」についてインタビューにお答えいただいた際
の記事を掲載させていただきました。 
 最後に、犯罪被害者等支援に関するイベント等の開催についてご
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説明させていただきます。 
11 月 2 日から 11 月 15 日の期間中、新潟県との共催で、新潟市⻄

区内野まちづくりセンターにて、犯罪被害者支援の重要性や支援活
動の紹介などが記載されたパネルの展示を⾏いました。 
 会場の管理人の方より、多くの方が立ち止まって、パネルをご覧
になっていたとお伺いしております。 
 3 ページをご覧ください。11 月 26 日に新潟市産業振興センター
にて開催された「福祉・介護・健康フェア 2022in 新潟」にて、犯
罪被害者等支援に関する展示やリーフレット等の配布を⾏いまし
た。非常に多くの方がご来場され、犯罪被害者等支援条例に関する
アンケートについて、約 170 名の方からご回答いただくことができ
ました。 
以上で、「新潟市犯罪被害者等支援条例周知啓発の実施状況」につ
いて説明を終わります。 

中曽根委員  アンケートを⾏ったとありますが、どのような内容のアンケート
を⾏ったのでしょうか。 

事務局 
（ 市 ⺠ ⽣ 活 課 
小林主事） 

 基本的にイベントにご来場いただいた方は犯罪被害について耳な
じみのない方々だと思いましたので、「どのような支援が必要だと
思いますか。」といった趣旨の質問ではなく、「新潟市犯罪被害者
等支援条例について知っていますか。」、「どのような広報を⾏う
ことで、犯罪被害者等支援について身近に感じていただけると思い
ますか。」といった内容のアンケートを⾏いました。 

事務局 
（⼤森市⺠⽣活
課安心・安全推
進室⻑） 

 補足させていただきますと、アンケートといいながらアンケート
を回答していただいた方をフォローしながら、犯罪被害者等支援に
ついて興味を持っていただくというワンクッションも⾏いました。
併せて 3 月末には委託事業の中で、WEB で同様の条例の認知度に
ついて⾏う予定です。今回のアンケートは、そのアンケートの追加
にもなるかと思います。 
 他にはありますか。⼤丈夫でしょうか。 
 今後とも支援条例並びに支援施策の周知啓発に努めてまいりたい
と思いますので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 
 以上で会議を終了します。 

 


